
福岡・マレーシア友好協会 議事録 
 

 議   題 福岡・マレーシア友好協会  令和 5 年度 理事会・総会 

 開催日時 令和 6 月 6 月 30 日（金）16:00～17:00（理事会） / 17:00～18:00（総会） 

 開催場所 リファレンス大博多ビル 11 階 1107 室  

報 告 者 事務局 松尾 

会議内容 令和 4 年度事業報告、令和 5 年度計画案  等 

・会長挨拶 

(松永)  新型コロナウイルス感染症拡大の影響もあり協会として活動が出来ない状態が続いたが、少しずつ状況が

変わってきている。マレーシアの方は政治などで混乱が続くような状況ではあるが、景気は悪いというわけでは

ない。大変な状況は続いているが、少しずつ活動を再開していきたいと考えている。  

  

（１）第 1 号議案  「令和 4 年度事業報告/収支決算報告」 

（事務局）資料 2 の令和 4 年度事業報告をご覧いただきたい。令和 4 年度の事業について一部抜粋した形でご

報告させていただく。令和 4 年度の総会に関しましては､昨年に引き続き､新型コロナウイルス感染症拡

大防防止観点から 6 月に書面にて開催をさせて頂いた。また、10 月には以前マレーシア友好協会にて

講演をしていただいた､ムハマド ハフィズ オスマン氏がマレーシア東方政策 40 周年記念特別セミナーで

お話をされるということで弊協会の方から日本茶器をお土産として贈呈させていただいた。また、翌日には

理事会を開催させていただき会員区分や会費の精査を行った。令和 4 年度の事業報告は以上となる。 

 

続いて、決算報告を行いたいと思う。資料 3 のホチキス止めの資料をご確認いただきたい｡こちらの資料

内の､令和 4 年度決算額(B)と記載されている表の中央部分をご覧ください。会費収入で 919,000

円、雑収入 17 円、収入合計が 919,017 円。支出の部の事業経費は予算内の支出で、管理費の

通信費、印刷費に関しましては案内送付代等が多くなった関係で通信費が 38,393 円、印刷費が

12,290 円となっている。その他の支出に関しましては予算内の支出で支出合計が 871,234 円。次に

支出合計の下の段をご覧ください。収入の部から支出の部を引きました収支差額が 47,783円となり次

年度繰越金は 1,818,563円。次のページから順に貸借対照表、財産目録の明細を添付いたしており

ます。令和 4 年度事業報告並びに決算報告は以上となる。 

（松永）   それではここで、監査報告を山内監事にお願いしたい。 

（山内）   令和 4 年度収支決算書・貸借対照表及び財産目録等を監査した結果、いずれも正確かつ妥当なも

のと認めた。 

（松永）   第 1 号議案「令和 4 年度事業報告ならびに収支決算報告」につきまして、ご質問、ご異議はないか。 

（一同）   異議なし。 

（松永）   ご異議がないようなので第 1号議案「令和 4年度事業報告ならびに収支決算報告」につきまして、原案

通りに可決承認した。(案)の削除をお願いします。 

 

（２）第 2 号議案  会則変更に関する事項 

（松永）  それでは、第 2 号議案「会則変更に関する事項」につき、事務局よりご説明をお願いします。 

（事務局）資料 4 福岡・マレーシア友好協会会則と資料 5 の会則変更内容についての資料をご覧くださ

い。6 月 6 日に行った正副会長会議にて会則の変更に関する話合いが設けられた。会則の第

7 条に関して、今一度会員区分の見直しを行い、現行の体制を維持できるよう正会員の中に

特別法人という区分を新たに設けた｡協会会則変更に関する説明は以上となる。 

（松永）  第 2 号議案「会則変更に関する事項」につきまして、ご質問、ご異議はないか。 

（一同）   異議なし。 



（松永）  ご異議がないようなので第 2 号議案「会則変更に関する事項」につきまして、原案通りに可決承認した。 

(案)の削除をお願いします。 

 

（３）第３号議案  「令和 5 年度事業計画（案）/収支予算書（案）」 

（松永）  それでは、第 3 号議案「令和 5 年度事業計画（案）/収支予算書（案）」につき、事務局より

ご説明をお願いします。 

（事務局）令和 5 年度事業計画（案）についてご説明させていただく。資料の内容について一部修正が

ある。資料 6 の令和 5 年度事業計画（案）の真ん中に記載している、2.主要行事に記載さ

れている日付に関して、10 月 25 日（金）と記載されているが正しくは 10 月 25 日（水）に

なるのでよろしくお願いします。では説明にうつりたいと思う。令和 5 年より､全ての会議等が対面

での開催予定となっている。理事会・総会の開催に加え、正副会長会議は適時開催予定。

10 月 25 日（水）にはナショナルデーのお祝いをする為の交流会を予定している。イベントに関

しましては、日時が近づいてまいりましたら正式に皆さまへご案内予定。 

 

また､引き続き､ネットワーク委員会にて、在福岡マレーシア人と福岡に住む日本人をつなぎ、交

流の機会を設けたり、事業の活性化を図るイベントの計画等を行ったりする予定。本日の懇親

会に在福マレーシア人の方々が 7 名参加予定。ぜひ交流をしていただけたらと思う。令和 5 年

度 事業計画については以上となる｡ 

 

続いて、令和 5 年度収支予算（案）についてご説明させていただく。資料７の令和 5 年度 

収支予算書をご覧ください。令和 5 年度予算額と記載されている左端の支出計を見ていただ

きたい。収入の部は入会金と事業収入､また雑収入を含め、1,584,100 円の予算となってい

る。 

次に下の段の支出の部をご覧ください。事業費に関しましては基本的に昨年度の予算額を参

考に作成させていただいた。事業費の②交流事業費に関して、ナショナルデーの交流会開催費

を含んだ 622,500 円、また本年度より委員会の活動が開始する関係で委員会活動費として

⑦委員会費として 50,000 円の予算をとっている。また雑費に関して昨年度は回収が困難とな

った会員様の年会費未収金分として 10万円近く予算をとっていたが、本年度は回収が見込め

ないような会員様はいらっしゃいませんので予算を 50,000円とさせて頂いており、支出の合計が

1,500,000 円。収支差額が 84,100 円、次年度繰越金が 1,902,663 円となっている。令

和 5 年度収支予算の説明は以上となる。 

（松永）  第 3 号議案「令和 5 年度事業計画（案）/収支予算書（案）」につきまして、ご質問、ご異議

はないか。 

（一同）   異議なし。 

（松永）   ご異議がないようなので第 3 号議案「令和 5 年度事業計画（案）/収支予算書（案）」につき

まして、原案通りに可決承認した。(案)の削除をお願いします。 

 

（４）第 4 号議案  「役員の選任に関する事項」 

（松永）  それでは、第 4 号議案「役員の選任に関する事項」につき、事務局よりご説明をお願いします。 

（事務局）役員改選に関する事項について説明させていただく｡資料 8の役員の選任に関する事項、資料

9 の役員名簿をご確認ください｡ 

※「役員の選任に関する事項」資料読み上げ※ その他､役員の皆様には引き続きご留任いた

だくという形になる。 

（松永）  第 4 号議案「役員の選任に関する事項」につきまして、ご質問、ご異議はないか。 

（一同）   異議なし。 

（松永）   ご異議がないようなので第 4 号議案「役員の選任に関する事項」につきまして、原案通りに可決承認し

た。(案)の削除をお願いします。 



 

（５）その他 

（松永） 本日はマレーシア在住の髙橋さんも総会に見られているので是非何かお話をして頂けないでしょう 

か。 

（髙橋） 初めての方も多いと思うので、自己紹介をさせて頂きたい。1985 年のマレーシア友好協会設立

時から関わらせていただいており、配布資料の活動実績の年表に沿って、私も共に各活動に参

加させていただいているような形になる。私は元々福岡市の「青年のツバサ」というものではじめてマ

レーシアに行ったのがはじまりで、それ以降日本とマレーシアを行き来している。今は永住権も持っ

ており、現地での生活がメインになる。 

         日本⇔マレーシア間の直行便があれば 5 時間程度のフライトになるが、直行便がないとその倍ほ

ど時間がかかってしまう。ぜひ再度直行便を飛ばすことが出来るように、協会の方には尽力して頂

けたらと思う。 

         最近マレーシアに住む日本人が多い。3 万人くらいの日本人が住んでいるのではないかと思う。商

工会議所に登録されている日本の企業は 1500 くらいある。現在は、企業よりも子連れの母親

が多いという印象を受ける。例えば子供がマレーシアに留学した際は、母親もしくは父親が 1 人つ

いてきてもいいという制度がある。そのうえ、そのビザを持っていると就労が出来るというメリットもあ

る。コールセンターで働く母親も多く、日本からの苦情処理等を行っていたりする。英語が話せなく

ても就労できる制度もあるので凄く住みやすく、実際に話を聞くと日本ではなくこのままマレーシアに

住み続けたいというような保護者が多いように感じる。 

         マレーシアはコモンウェルスという英連邦の大きい組織のメンバーに入っていたり、OIC というイスラム

諸国連合にも入っていたりする。日本から直接アラブやイスラム国に行くのは難しいが、マレーシア

を通すとスムーズに行くといようなこともある。留学等で大学の行き来をしたり、医師免許や弁護

士資格等の資格も英連邦内で共通で使用で来たりする。世界が広くなるのではないかと個人的

には感じる。 

         マレーシアの情報がほしかったり、会いたい人がいたりすれば最大限協力できるはずなので、事務

局経由で連絡をしていただけたらと思う。 

         

 

 

 


